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子どもたちの学力向上を
積極的に支援！

　市では、未来の都城を担う子どもたちを育成するため、「学力の
向上」と「国際感覚の醸成」につながる事業に力を入れて取り組ん
でいます。
　今回は、本年度の重要施策として強力に取り組んでいる「小学校
学力向上対策事業」や「中学生海外交流事業」などを特集します。

◎問い合わせ　秘書広報課　☎ 23 ｰ 3174

「
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
」
を
輝
か
せ
る

　

未
来
の
都
城
を
担
う
子
ど
も
に
は
、

豊
か
な
人
間
性
と
と
も
に
、
思
考
力
や

判
断
力
、
表
現
力
、
学
び
に
向
か
う
力

が
求
め
ら
れ
ま
す
。
市
で
は
、
そ
の
基

盤
と
な
る
確
か
な
学
力
を
身
に
付
け
さ

せ
る
た
め
に
、
児
童
・
生
徒
の
実
態
に

応
じ
た
学
習
指
導
方
法
の
工
夫
・
改
善

や
、
各
小
・
中
学
校
の
校
内
研
究
の
充

実
、
教
員
の
指
導
力
の
向
上
な
ど
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、
日
本
の
文
化
と
と
も
に
外
国

の
文
化
を
理
解
し
、
国
際
化
社
会
に
柔

軟
に
対
応
で
き
る
こ
と
も
必
要
で
す
。

そ
の
た
め
、
小
・
中
学
校
で
は
、
外
国

語
指
導
助
手
（
Ａ
Ｌ
Ｔ
）
が
、
英
語
教

育
を
補
助
す
る
こ
と
で
、
語
学
力
の
向

上
と
国
際
感
覚
の
醸
成
を
積
極
的
に
支

援
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
を
強
力
に
進
め

る
た
め
の
事
業
に
、
本
年
度
は
重
点
的

に
予
算
を
配
分
。
小
学
校
に
お
け
る
習

熟
度
別
少
人
数
指
導
や
、
中
学
生
の
海

外
交
流
事
業
な
ど
を
実
施
し
、
未
来
を

担
う
子
ど
も
た
ち
の
育
成
に
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

「
や
れ
ば
で
き
る
！
」
を
実
感
さ
せ
、

学
ぶ
意
欲
を
引
き
出
す

小学校
学力向上
対策事業

小
学
校
学
力
向
上
対
策
事
業

予
算
額　

３
、９
３
９
万
円

　

１
学
級
が
31
人
以
上
の
小
学
校
３
・

４
年
生
の
算
数
の
授
業
に
、
習
熟
度
別

少
人
数
指
導
の
た
め
の
非
常
勤
講
師
を

配
置
。
き
め
細
か
な
指
導
を
通
し
て
、

学
習
の
「
つ
ま
ず
き
」
へ
早
期
に
対
処

し
、
「
算
数
が
分
か
る
」
喜
び
と
、「
算

数
が
で
き
る
」
達
成
感
が
得
ら
れ
る
こ

と
で
、
児
童
の
学
ぶ
意
欲
を
引
き
出
し

ま
す
。
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学力向上対策
平成29年度予算

９
年
間
を
見
通
し
た
授
業
改
善
と

学
力
向
上
研
究
を
推
進
！

生
徒
に
向
き
合
う
時
間
を
確
保
し
、

個
別
指
導
の
充
実
を
図
る

小中一貫
学力向上
研究
指定事業

中学校
教員業務
支援事業

小
中
一
貫
学
力
向
上
研
究
指
定
事
業

予
算
額　

１
６
１
万
円

　

中
学
校
３
年
生
で
生
徒
が
巣
立
つ
時

の
姿
を
、
小
・
中
学
校
の
全
て
の
教
員

が
思
い
浮
か
べ
な
が
ら
、
小
中
一
貫
９

年
間
を
見
通
し
た
授
業
改
善
と
学
力
向

上
研
究
を
実
施
。

　

本
年
度
か
ら
平
成
31
年
度
ま
で
の
３

カ
年
で
、
市
内
の
全
中
学
校
区
を
年
次

的
に
研
究
校
と
し
て
指
定
。
指
定
し
た

中
学
校
区
ご
と
に
、
学
力
向
上
を
け
ん

中
学
校
教
員
業
務
支
援
事
業

予
算
額　

１
２
６
万
円

　

中
学
校
教
員
の
教
材
研
究
の
充
実

や
、生
徒
と
向
き
合
う
時
間
を
確
保
し
、

学
力
向
上
や
指
導
の
充
実
を
実
現
す
る

た
め
に
、
日
々
の
業
務
を
支
援
す
る
支

援
員
を
配
置
。
本
年
度
は
、
１
学
年
が

４
学
級
以
上
あ
る
中
学
校
５
校
に
１
名

ず
つ
支
援
員
を
配
置
し
て
い
ま
す
。

　

支
援
員
が
、
学
級
通
信
や
宿
題
の
印

刷
・
仕
分
け
作
業
・
丸
付
け
、
授
業
で

引
す
る
コ
ア
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
を
選
任
し
、

先
進
地
視
察
な
ど
を
通
し
て
、
授
業
改

善
と
学
力
向
上
に
取
り
組
み
ま
す
。
ま

た
、
小
・
中
学
校
が
結
束
し
て
、
指
導

内
容
の
定
着
に
有
効
な
教
材
作
成
の
検

討
を
行
い
ま
す
。

　

本
年
度
は
、
市
内
５
つ
の
中
学
校
区

で
コ
ア
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
を
選
任
。
６
月

に
は
、
児
童
・
生
徒
の
健
全
育
成
と
学

力
向
上
で
成
果
を
上
げ
て
い
る
東
京
都

三
鷹
市
の
視
察
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

使
用
す
る

道
具
や
プ

ロ
ジ
ェ
ク

タ
ー
な
ど

の
Ｉ
Ｃ
Ｔ

機
器
類
の

準
備
を
手
伝
う
こ
と
で
、
教
員
と
生
徒

が
じ
っ
く
り
向
き
合
う
た
め
の
時
間
を

確
保
し
た
り
、
教
材
研
究
に
打
ち
込
む

時
間
を
作
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。

　東京都三鷹市では、既存の小・中学校を存続さ
せた形で、平成18年から小中一貫教育に取り組ん
でいます。小・中学校の教員が、児童・生徒の発
達を理解し、系統性と連続性のある指導を行うた
めに、小中一貫カリキュラムを実施。カリキュラ
ムを検証するために、月に一回程度、研究授業も
開催しています。また、小・中学校両方で、授業
交流などを活発に実施。これらの取り組みにより、
児童・生徒が安心して学習に取り組む環境ができ、
学習意欲と学力の向上につながっています。
　今回の視察研修では、三鷹市の教員たちと一緒
に授業改善について熱心に協議。学んだ内容を元
に、沖水中学校区と
祝吉中学校区の小中
合同授業研究会で、
授業改善についての
協議が始まりまし
た。

義務教育９年間を全ての教員が共有

　 4 月から、毎週水曜日と
金曜日に、南九州大学の学
生が支援員として、本校の
業務を手伝ってくれていま

す。教員は、その日に手伝ってほしい業務を依頼
票にまとめ、支援員に提出。宿題や学級通信の印
刷、生徒らの提出物のチェック、授業で使う教材
の準備や片付けなど、いろいろな業務を手伝って
もらっています。
　支援員の手伝いにより、準備や教材研究にかけ
る時間が増えて、授業が充実していることを感じ
ています。また、相談に乗ったり話しかけたりす
る機会が増えるなど、生徒らと向き合う時間も以
前より確保できています。
　県内では初の取り組みですが、この制度が広が
ることで、授業や指導などがさらに充実すること
を期待します。

祝吉中学校　
濵川　千春 教務主任

先進地の取り組みを学ぶ

インタビュー
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happy

中
学
生
海
外
交
流
事
業

予
算
額　

７
６
５
万
円

　

昨
年
度
か
ら
市
で
は
、
海
外
の
文
化

に
対
す
る
理
解
度
を
よ
り
一
層
深
め
る

た
め
に
、
市
内
在
住
の
中
学
生
を
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
・
ク
イ
ー
ン
ズ
ラ
ン
ド
州

立
中
等
学
校
へ
派
遣
。
現
地
の
ホ
ス
ト

フ
ァ
ミ
リ
ー
宅
に
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
し
な

が
ら
、
現
地
で
の
生
活
な
ど
を
と
も
に

す
る「
バ
デ
ィ
」と
呼
ば
れ
る
生
徒
と
一

緒
に
海
外
の
学
校
生
活
を
体
験
し
ま
す
。

●
日
本
の
伝
統
や
文
化
へ
の
関
心
を
高
め
る

　

海
外
で
の
生
活
を
体
験
し
、
外
国
の

文
化
へ
の
理
解
を
深
め
る
一
方
で
、
滞

在
先
で
日
本
文
化
を
紹
介
。
自
国
の
文

化
や
伝
統
な
ど
に
、
改
め
て
興
味
・
関

心
を
持
つ
こ
と
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　

昨
年
度
は
、
本
市
を
代
表
す
る
祭
り

で
あ
る
「
盆
地
ま
つ
り
」
を
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
の
生
徒
た
ち
に
紹
介
。
祭
り
の

メ
イ
ン
で
も
あ
る
「
サ
ン
バ
ヤ
ッ
サ
」

を
披
露
し
、
一
緒
に
な
っ
て
踊
り
を
楽

し
み
ま
し
た
。

　

本
年
度
は
、
昨
年
度
の
倍
と
な
る
20

人
の
中
学
生
が
、
８
月
に
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
を
訪
問
。
生
徒
た
ち
は
、
英
語
の

研
修
を
受
け
た
り
、
授
業
に
参
加
し
て

生
き
た
英
語
に
触
れ
た
り
し
な
が
ら
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
生
徒
た
ち
と
交
流

を
深
め
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
動

物
園
や
ブ
ラ
イ
ビ
ー
島
な
ど
を
視
察
す

る
機
会
を
設
け
、
外
国
の
文
化
や
習
慣

に
触
れ
る
機
会
を
創
出
し
ま
す
。

　昨年度の海外派遣事業に
団長として参加しました。
初めは緊張していた生徒ら
も、現地の皆さんが丁寧に

対応してくれたこともあり、徐々に環境に慣れ、
授業やホームステイを満喫することができたよう
です。
　海外交流事業は、実際に海外での生活を体験す
ることで、文化の違いや生きた英語を学ぶことが
でき、世界に目を向ける絶好の機会になると思い
ます。生徒からも「英語を話せると世界が広がる」

「自分から積極的にコミュニケーションを取れる
ようになりたい」「いろいろな国の人の文化を認
めることは大切なこと」など、前向きな意見が多
く聞かれました。
　この事業がきっかけとなり、世界に羽ばたき活
躍する人材が生まれることを期待してます。

高城中学校
近藤　満　校長

インタビュー

どもたちを育成 !

子どもたちの学力向上を
積極的に支援！

昨年度は中学生10人がオーストラリアを訪問
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happy

学力向上対策
平成29年度予算

　

７
月
５
日
、
沖
水
小
学
校
で
は
「
～

は
好
き
で
す
か
」
と
い
う
英
語
「
Ｄ
ｏ

ｙ
ｏ
ｕ　

ｌ
ｉ
ｋ
ｅ
～
」
を
使
っ
た
授

業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
児
童
ら
は
、
デ

ン
マ
ー
ク
出
身
の
Ａ
Ｌ
Ｔ
・
厚あ
つ

澤さ
わ

ア
ン

ネ
グ
レ
ー
テ
さ
ん
と
一
緒
に
、
リ
ズ
ム

に
合
わ
せ
て
単
語
を
発
音
し
た
り
、
食

べ
物
や
動
物
、
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
の
単
語

を
使
っ
た
文
を
作
り
、
質
問
し
合
っ
た

り
し
て
い
ま
し
た
。

　

授
業
に
慣
れ
始
め
た
後
、
４
人
ず
つ

の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
カ
ー
ド
を

使
っ
て
相
手
に
質
問
を
す
る
ゲ
ー
ム
を

実
施
。
「
相
手
よ
り
も
早
く
カ
ー
ド
が

な
く
な
れ
ば
勝
ち
」
と
い
う
こ
の
ゲ
ー

ム
に
、
ど
の
児
童
も
元
気
よ
く
英
語
で

質
問
し
合
っ
て
い
ま
し
た
。

　

井
上
望の

あ愛
さ
ん
（
金
田
町
）
は
「
外

国
語
活
動
の
授
業
が
毎
回
楽
し
み
。
発

音
は
難
し
い
け
ど
、
少
し
ず
つ
で
も
話

せ
る
よ
う
に
が
ん
ば
り
た
い
」
と
目
を

輝
か
せ
て
い
ま
し
た
。

Ａ
Ｌ
Ｔ
に
よ
る
語
学
指
導
事
業

予
算
額　

４
、９
３
８
万
円

　

Ａ
Ｌ
Ｔ
な
ど
の
指
導
を
通
し
て
、
語

学
力
と
豊
か
な
国
際
感
覚
を
身
に
付
け

る
機
会
を
提
供
し
ま
す
。

　

市
内
全
て
の
小
学
校
５
・
６
年
生
の

外
国
語
活
動
、
全
中
学
校
の
英
語
科
の

授
業
に
Ａ
Ｌ
Ｔ
を
派
遣
。
本
年
度
は
、

地
域
在
住
の
Ａ
Ｌ
Ｔ
を
１
人
増
員
し
、

合
計
15
人
が
各
学
校
を
巡
り
な
が
ら
、

外
国
語
指
導
の
補
助
や
英
語
暗
唱
・
弁

論
大
会
の
支
援
な
ど
を
行
い
、
子
ど
も

た
ち
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の

育
成
と
、
国
際
感
覚
の
醸
成
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

国際感覚豊かな子

楽
し
く
元
気
に
英
語
を
学
習


